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 情報ひろば

行方市の人口
総　数　35,830 人（-31）
　男　　17,885 人（- ８）
　女　　17,945 人（-23）
世帯数　12,753 世帯（+8）

平成 29年７月１日現在
※外国人住民を含む
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※行方市では、新たな自主財源の確保や地元商工業者などの活性化、市民生活情報の提供を目的に有料広告掲載の取り組みを行っています。

市役所　開庁時間
平日（月曜～金曜）
　午前８時 30分

～午後５時 15分
※�休日窓口業務については、　
お問い合わせください。

スマートフォンをお持ちの方は、
２次元コードから行方市公式ホー
ムページをご覧いただけます。

行方市公式ホームページ
閲覧用２次元コード

https://www.youtube.com/
watch?v=IVAUma8WqlM

この期間中のごみの収集については、次のとおりですので注意してください。

８月 11日（金）
玉造地区の燃えるごみの収集日
　※燃えるごみ以外は収集しません
美化センターへの一般持ち込みはできません

８月 12日（土） 北浦地区の燃えるごみ・資源ごみの収集日
美化センター通常業務

８月 13日（日） 全地区収集なし
美化センター休業日

８月 14日（月）
麻生地区の燃えるごみの収集日
　※燃えるごみ以外は収集しません
美化センター休業日

８月 15日（火）
玉造地区の燃えるごみの収集日
　※燃えるごみ以外は収集しません
美化センター休業日

※ ごみは収集日の朝８時までに集積所へ出してください。

8 月 11 日から 8 月 15 日までのごみの収集について

【問い合わせ】環境課（北浦庁舎）　　　　☎ 0291-35-2111
　　　　　　　行方市環境美化センター　　☎ 0299-72-1853

お盆前後は、美化センターが大変混み合います。
美化センターへのごみの持ち込みは、早めにお願いします。
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※行方市では、新たな自主財源の確保や地元商工業者などの活性化、市民生活情報の提供を目的に有料広告掲載の取り組みを行っています。

男 女 共同参画って何！？

固定観念や性差にとらわれない職業選択について
北浦中学校　２年　久米　聡太　

柔道整復師・はり師・きゅう師
厚生労働大臣 免許

健康保険・交通事故・労災保険 受付

交通事故などの傷害の的確な施術
交通事故傷害の発生に伴う適切な初期対応

詳細は行方市ホームページのバナー広告をご覧ください。所在地は 355 号船子信号を旧道に入り間近

●

●

●

行方市は、「女性も男性もあらゆる分野で活躍できる社会づくり」を目指して取り組みを進めています。
男女の枠にとらわれず、お互いの個性と能力を最大限に生かして職業選択ができるよう、男女共同参画
事業出前講座（※）を実施しています。受講した生徒の感想を紹介します。

　今回、男性の保育士、女性のタクシードライバー、女性の警察官の話を聞くことができて良かった
です。その中でも、保育士の方が言っていた「頑張っている人は、人のせいにしない」という言葉が
とても印象に残っています。
　今まで自分の中では女性の多い職業に男性は入りづらくて、あまりいないのかと思っていました。
しかし、そういう異性の多いところで働く人たちの話を聞いて考え方が変わりました。それは、異性
が多くて働きづらいと思わずに、自分のやりたいことを頑張っている。性差の固定観念などは関係なく、
生き生きとして働く人はカッコイイと思ったことです。
　僕は、吹奏楽部という女子の多い部活に入っています。これまで、男子があまりいないことを気に
していなくて、普通に一生懸命やってきました。今回の講座で、自分は間違っていなかったというこ
とが分かり、自信にもつながりました。これからも、もっと頑張ろうと思いました。
　今回の３人の方々の話を聞いて、女性がたくさんいるから、男性はあまり入らないという性差の固
定観念にとらわれずに、堂々としていて頑張ればいいのだという思いを強くしました。
　僕は将来、今やっている音楽を続けて、音楽関係の仕事に就きたいと思っています。今回、将来の
職業を選択する上で、男だからとか女だからとか関係なく、「自分がやりたい」「自分がこれなら全力
で頑張れる」という基準で決めようと思いました。

※男女共同参画事業出前講座とは
　�中学２年生を対象に、市立中学校３校へ講師
を年１回派遣する事業です。平成27年度以降、
受講者から一定の評価を得ています。


